
境界 

 
縺れ、絡まった電気通信コード類に 
べっとりと張り付いた塵や埃 
その傍を通り抜けるネズミ 

 
大震災で大きな傷を受けた町が 
新しい色の皮膚組織として 
次第に修復されてゆく 

 
新たに叫ぶものには聞き耳を立て 
繰り返し叫ぶものは無視される 
しかし、ただ同じ円を描いているに過ぎぬ 

 
線が引かれる――― 

 
バルコニーから射し込む陽光が 
フェンスの模様を床に映し出す 

 
線が引かれる――― 

 
僕は独りでありたいと思う 
現在に生を享けた者は要らない 

 
線が引かれる――― 

 
錯覚に基づく仮想集団 
カビの胞子のように浮遊するものを吸い込み 
部屋へ、部屋へと追いやるもの 

 
我―――というものの新たな概念が 
知らず知らずのうちに打ち立てられている 
無数の糸に繋がれた――― 

 
線が引かれる――― 

 
扉がそっと開かれ 
覗くように、と招いている 

(2008.2.10) 


